
浜
岡
給
食
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
今
回
補
正

予
算
で
計
上
さ
れ
た
用
地
の
購

入
面
積
と
現
在
の
土
地
利
用
状

況
は
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
市

全
体
の
借
地
件
数
と
借
地
料
及

び
未
利
用
地
は

購
入
面
積
は
６
０
９

㎡
で
セ
ン
タ
ー
の
建
物

が
あ
る
場
所
で
す
。
ま
た
市
全

体
の
借
地
件
数
は
３
５
８
件
で

扶
助
費
が
７
千
万
円

増
額
と
な
っ
た
が
、
扶

助
対
象
世
帯
数
と
今
後
の
対
策

は

１１
月
末
現
在
で
１
０

２
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
更
に
今
年
度
中
に

１０
世
帯
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
医
療
費
に

つ
い
て
は
全
額
保
護
費

の
対
象
に
な
る
た
め
、

１
ヶ
月
に
１
人
分
で
１

５
５
万
円
を
支
給
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
市
と
し

て
も
独
自
に
派
遣
会
社
な
ど
へ

斡
旋
の
依
頼
を
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
就

労
支
援
は
今
後
と
も
積
極
的
に

行
い
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が

保
護
の
廃
止
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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御
前
崎
市
議
会
１２
月
定
例
会
を
１１
月
３０
日
か
ら
２３
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
長
提
出
の
平

成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
や
中
東
遠
地
域
５
消
防
本
部
消
防
通
信

指
令
事
務
協
議
会
の
設
置
及
び
財
産
の
取
得
な
ど
１２
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。
議
員
発
議
と
し
て
御
前
崎
市
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決
議
を
可
決
、
ま
た

「
原
子
力
発
電
所
の
警
備
に
関
す
る
意
見
書
」
及
び
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全
に
関
す
る
意
見
書
」

を
採
択
し
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問
に
は
１０
名
が
登
壇
し
て
市
長
ら
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

◎
条
　
例

「
御
前
崎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
市
職
員
の
給
与
を
引

き
下
げ
る
も
の
。

「
御
前
崎
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」

障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
改
正
す

る
も
の
。

◎
人
　
事

「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
」

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
に
、
山
田

康
成
氏
（
比
木
地
区
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
を
適
任
と
し
た
も
の
。

◎
議
員
発
議

「
御
前
崎
市
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す

る
決
議
」

議
会
基
本
条
例
制
定
に
向
け
調
査
研
究
を
行

う
た
め
、
設
置
す
る
も
の
。

委
員
長

澤
重
夫
　
副
委
員
長

揚
張
正

「
原
子
力
発
電
所
の
警
備
に
関
す
る
意
見
書
」

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
情
報
保
全
に
関
す
る
意
見
書
」

◎
そ
の
他

「
中
東
遠
地
域
５
消
防
本
部
消
防
通
信
指
令
事
務

協
議
会
の
設
置
」

消
防
通
信
指
令
に
関
す
る
事
務
を
共
同
し
て

管
理
・
執
行
す
る
た
め
の
規
約
を
定
め
る
も
の
。

「
財
産
の
取
得
」

御
前
崎
市
消
防
庁
舎
建
設
用
地
を
取
得
す
る

た
め
議
決
す
る
も
の
。

「
訴
え
の
提
起
」

医
療
費
の
支
払
い
督
促
に
対
す
る
異
議
の
申

立
て
に
対
し
、３
件
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
。

１４
万
５
千
㎡
、
借
地
料
は
５
、

８
０
０
万
円
余
で
す
。
未
利
用

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
理
配
送
業
務
に
つ

い
て
、
委
託
契
約
が
今
年

の
初
め
に
締
結
さ
れ
た
。
も
っ
と

早
い
６
月
か
９
月
に
補
正
予
算
が

組
め
な
か
っ
た
の
か

そ
の
と
お
り
で
す
の

で
今
後
は
注
意
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

（
中
東
遠
地
域
５
市
１

町
の
広
域
消
防
）
に
御
前
崎
市

か
ら
派
遣
す
る
人
数
と
任
期
は

決
ま
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
市

の
経
費
負
担
は
１３
％
と
聞
く

が
、
牧
之
原
市
が
分
離
す
れ
ば

負
担
割
合
は
減
少
す
る
の
か

３
名
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
任
期
は
ま
だ

決
め
て
い
ま
せ
ん
。
交
替
が
同

時
に
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
経
費
負
担
は

減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
搬
送
先
は

指
定
で
き
る
の
か

緊
急
度
を
優
先
さ
せ

て
い
ま
す
。

平
成
初
期
に
商
工
会

が
設
置
し
た
す
ず
ら
ん

灯
を
撤
去
す
る
と
聞
い
た
が
、

今
回
新
設
す
る
の
は
何
基
か
。

ま
た
全
体
で
は
何
基
あ
る
の
か

今
回
は
３０
基
を
新
設

し
ま
す
。
全
体
で
は
４

０
０
基
余
あ
り
ま
す
。
ま
た
来

年
度
は
３
０
０
基
の
新
設
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
予
定
数
が

全
体
数
の
４
０
０
基
に

満
た
な
い
の
は
な
ぜ
か

設
置
す
る
た
め
の
補

助
金
に
は
上
限
が
あ
る

の
で
、
不
足
分
は
地
元
負
担
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

で
４
０
０
基
全
て
が
要
望
さ
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
修

繕
は
何
基
分
か
。
ま
た

安
全
面
か
ら
補
正
で
は
な
く
緊

急
に
対
応
で
き
な
い
の
か

今
回
は
２０
基
分
を
修

繕
し
ま
す
。
今
年
は
台

風
な
ど
の
影
響
で
例
年
よ
り
修

繕
が
多
く
、
当
初
予
算
で
の
対

応
が
難
し
い
の
で
今
回
補
正
で

の
対
応
に
な
り
ま
し
た
。

御
前
崎
中
央
公
民
館

へ
の
避
難
タ
ワ
ー
建
設

計
画
に
つ
い
て
住
民
の
避
難
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か

本
来
は
山
側
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
の
が
良

い
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
避

難
で
き
な
か
っ
た
方
や
観
光
客

の
方
達
、
企
業
の
方
達
な
ど
を

対
象
に
考
え
て
い
ま
す
。

エ
コ
パ
ー
ク
の
看
板

塗
り
替
え
は
考
え
て
い

る
か

デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
で

き
あ
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、県
と
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

池
新
田
工
業
団
地
を

貸
し
出
し
て
い
る
詳
細

は
な
に
か
。
ま
た
売
却
可
能
面

積
と
予
定
は現

在
、
一
部
を
原
子

力
発
電
所
工
事
関
係
の

駐
車
場
と
し
て
年
間
１
７
０
万

円
で
貸
し
て
い
ま
す
。
売
却
面

積
は
２
万
㎡
あ
り
ま
す
が
、
売

却
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
現
況
と
減
額
補
正

に
つ
い
て歳

入
の
約
３
分
の
２
を

占
め
る
保
険
給
付
費

（
医
療
費
）
が
、
一
般
保
険
者

分
は
減
少
し
、
退
職
被
保
険
者

分
は
増
加
し
て
い
る
状
況
で
、

全
体
的
に
は
ほ
ぼ
前
年
ど
お
り

で
す
。
減
額
補
正
は
、
今
後
の

推
計
を
し
た
結
果
、
一
般
保
険

者
分
を
９
、２
０
０
万
円
の
減

額
、退
職
者
被
保
険
者
分
を
３
、

５
８
０
万
円
の
増
額
と
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
経
費
は
正
式

な
決
定
通
知
な
ど
に
基
づ
く
補

正
で
す
。
歳
入
は
７
月
の
本
算

定
で
調
定
額
が
確
定
し
ま
し
た

が
、
長
引
く
不
況
の
影
響
で
所

得
が
伸
び
ず
大
き
な
減
額
補
正

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
大
き
な
減
額
分
は
今
ま
で
留

保
し
て
い
た
前
年
度
繰
越
金
で

何
と
か
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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